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＜成果概要＞

阿蘇カルデラでは、噴出物のSiO2濃度が時間とともに苦鉄質（SiO2≓50％）か

ら珪長質（SiO2≓70％）に変化する傾向がある。

姶良カルデラでは、珪長質マグマの噴出が継続していることが明らかになった。

少なくとも巨大噴火の発生前には、珪長質マグマが噴出しているとみることも可

能である。

表1 阿蘇４噴火に至るマグマの変遷

阿蘇カルデラ
の事例

前研究フェーズ（H27～30）では、層序関係の
みを明らかにした。
現研究フェーズでは、噴出年代を検討中

SiO2濃度が上昇
苦鉄質→珪長質
に変化している
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＜成果概要＞

阿蘇カルデラでは、本研究によって詳細化された層序を基に化学分析を行った結果、噴出物のSiO2濃度

が時間とともに苦鉄質（SiO2≓50％）から珪長質（SiO2≓70％）に変化する傾向があることが明確に

なった（表1）。

一方、姶良カルデラでは、珪長質マグマの噴出が継続していることが指摘されており（例えば、長岡ほ

か（2001）、小林ほか（2010））、本研究においてもそれを具体的に確認した。

上記の2事例における巨大噴火の発生までのプロセスは異なるが、少なくとも巨大噴火の発生前には、

準備された珪長質マグマが噴出している。さらに複数の巨大噴火で確認されれば、このような事象が前

駆現象として発生するとみることも可能である。

表1 阿蘇４噴火に至るマグマの変遷

阿蘇カルデラ
の事例

前研究フェーズ（H27～30）では、層序関係の詳細化及
びその化学組成のみを明らかにした。
現研究フェーズでは、具体的な噴火間隔を推定するため、
各々の噴出年代を検討中

SiO2濃度が上昇
苦鉄質→珪長質
に変化している
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＜成果概要＞

姶良カルデラ周辺では、福山軽石以降約10万年間、珪長質のマグマを噴出

先カルデラ期（福山P，敷根L，岩戸火砕流，清水L，牛根L，大塚P，深港P，毛梨野P）

、カルデラ形成期（大隅P，妻屋火砕流，入戸火砕流）、後カルデラ期（桜島薩摩P，新島

P，米丸・住吉池）

図1 姶良カルデラ地域の過去約10万年間の代表的な噴出物の全岩化学組成
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＜成果概要＞

姶良カルデラ周辺では、福山軽石以降約10万年間、珪長質のマグマを噴出（長岡ほか（2001）など）

小林（1986）は、古期桜島と新期桜島の間の長期の休止期間中に珪長質の噴出物である高野ベースサ

ージ、新島軽石等を記載し、それらを噴出物の分布状況から、桜島火山の成長の途中に姶良カルデラが

再度噴火したものと考えた。本研究では、既往研究の地質学的成果を踏襲したうえで、過去約10万年

間の姶良カルデラ地域の噴出物の岩石学的検討を進めた。その結果、微量元素組成から後カルデラ期に

噴出した珪長質マグマ（新島軽石）は、カルデラ形成までの珪長質マグマと異なる可能性を示した。

図1 姶良カルデラ地域の過去約10万年間の代表的な噴出物の全岩化学組成
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図3 姶良カルデラの珪長質マグマ溜まり深さ条件の推定

ガラス包有物の含水量・及び鉄チタン鉱物の平衡
関係から温度圧力条件を算出

流紋岩蓄積条件 深さ４～5kｍより深い
温度 750℃前後

津久井・荒牧（1990）では、マグマ溜まりの深さは8～10km、安田ら（2015）では4～5kmと推定

＜成果概要＞
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＜成果概要＞

姶良カルデラ入戸火砕流噴出物の鉱物生成年代値を求め、マグマ滞留時間の推定を実施してい

る。鉱物生成年代を求める方法としては、元素拡散法（石英中のTi拡散プロファイル）を用いた。

○石英中Ti元素

Gualda et al. (2012) では、約760 kaのロングバレーカルデラの噴出物（Bishop Tuff）に

含まれる石英中のTiの拡散速度から結晶生成の時間スケールを検討し、最内核のTiプロファイルか

ら1次元拡散モデルにより拡散時間を見積もった結果、マグマ対流時間を500～3000年と推定し

た。この手法を十和田八戸噴火（約15Ka）の噴出物に適用した。
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と見積もられた。

図4 十和田八戸噴火に含まれる石英のSEM画像とTi拡散プロファイル

放射非平衡法（U/Th同位体比測定）については、次年度以降に検討予定。 11
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＜成果概要＞

姶良カルデラ入戸火砕流噴出物の鉱物生成年代値を求め、マグマ滞留時間の推定を実施してい
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た。この手法を十和田八戸噴火（約15Ka）の噴出物に適用した。
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斑晶中の元素拡散速度から、斑晶が生成し

てから噴出（冷却）するまでの時間スケー

ルを推定

左図は、直方輝石中のFe-Mgの相互拡散速

度からリムとコアにおける経過時間を推定

直方輝石が生成してから噴火まで20～140

年の時間が経過したと推定できる。

図5 マグマの時空間変化の調査事例

○輝石中のFe-Mgの相互拡散

Allan et al. (2013)は、直方輝石中のMg-Fe相互拡散から、深さ6～12 kmにあったマ

ッシュ状のマグマからメルトリッチなマグマが分離し上昇、マグマの圧力変動により直方輝

石にリムが生じる。このリムの生成過程を直方輝石中のMg-Fe相互拡散から推定し、最大

でも噴火の1600年前であることを示した。

この手法を支笏カルデラ形成噴火の噴出物に適用した。
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図7 深さ1、5、10、15kmにおけるP波及びS波の速度分布（RDE>0.6）
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左図：〇平成30年度原子力規制庁委託成果報告書「火山影響評価に係る技術知見の整備」に加筆
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